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症は慢性、難治性の場合が多く、そのような状況に
おいてバイオフィルムを産生していることが多い。
そのため研究室の一般的な方法にて測定された感受
性の結果が、どこまで臨床の菌に当てはまるかにつ
いて疑問の余地がある。今回含有培地に発育した菌
がバイオフィルム状態と類似しているという報告さ
れているPoloxamer　407を用いて、緑膿菌薬剤感受
性の検討を行った。
【材料および方法】　東京医科大学病院および東邦大
学医療センター大森病院で分離された緑膿菌28株
を使用。薬剤感受性はミューラーヒントン寒天培地
およびpoloxamer　407を30％含有するミューラーヒ
ントン寒天培地を用いて、ディスク法にて12種類
の抗菌薬の効果判定した。また電子顕微鏡にて糸剥農
菌の菌体の様子を観察した。
【結果】緑膿菌はPoloxamer　407含有培地で培養し
た方が阻止円の直径が縮小し、aztreonamで87．5％、
piperacillin／tazobactamで62．5％の感性度の効果判定
が耐性方向に変化した。また電子顕微鏡でPolox－
amer　407含有培地の菌は、当体の大きさが不均一で
短桿菌様に観察されるものが多く、周囲に蜘蛛の巣
状様のバイオフィルムと思われるものが観察され
た。
【結論】　Poloxamer　407含有培地に発育した緑膿菌
の薬剤感受性結果は、従来の方法よりも耐性にシフ
トした値が出やすい傾向があり、バイオフィルム形
成を伴った臨床においての緑膿菌薬剤感受性を推定
するのに有用な方法のひとつと考えられた。
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　ラクトフェリンはバイオフィルム産生を抑制する
ことが知られており、今回、バイオフィルム産生に
より難治化を呈する緑膿菌の臨床分離株を用いて、
バイオフィルム産生に及ぼすラクトフェリン効果の
検討を行った。臨床分離株は標準株と比較してムコ
イド様形態を呈し、生菌数とは逆にバイオフィルム
産生量は高値を示した。ウシラクトフェリンを添加
し、7日目に測定を行ったところ、9菌種中6菌種
でバイオフィルム産生量は明らかに減少した。効果
の認められなかった他の3菌種も測定時間を短縮し
たところ2菌種で産生量の減少を示した。また、ウ
シラクトフェリンの培養途中の添加では、バイオ
フィルム量の増加抑制が確認された。これらの効果
は、鉄投与により減弱することが確認された。
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【目的】　近年、生活の欧米化により糖尿病並足病変
が増加しているが、下肢の皮膚潰瘍・壊疽が起こる
と難治性のことが多く、治療時期を失すると患部切
断以外に治療法がなくなることもある。このような
事態を防ぐため糖尿病患者にとって足の観察が予防
の第一歩となる。そこで今回、糖尿病患者（以下
DM）および非糖尿病患者（以下非DM）で、観察
しやすく難治した場合に二次感染を伴い潰瘍・壊疽
となり得る足白癬に対する意識の違いをアンケート
で調査したので、その結果を比較検討した。
【方法】　対象は、2008年10月からll月に当セン
ター皮膚科を受診し足白癬と診断された患者120名
で、DM　59名、非DM　61名の2群に分けた。皮膚
科受診後に、年齢、足白癬…罹病期間、皮膚科への受
診動機、足白癬…自覚時の行動、診断前および診断後
の対応等の足白癬に対する意識調査をアンケートで
行い、両群間で比較した。なおDMの糖尿病罹病
期間の平均は7年6ヶ月、HbAlcの平均は8．2％で
あった。
【結果】　平均年齢は、DM：60．8歳、非DM：56．2歳、
足白癬…罹病期間は、DM：4年8ヶ月、非DM：4年
3ヶ月で、ともに両群間に有意差を認めなかった。
足白癬自覚時の行動において、DMは放置傾向を認
めた（放置率一DM：53％，非DM：20％）。足白癬診
断前の行動に有意差はなかったが、診断後は非DM
の90％が足の清潔に加え状態を確認するように
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